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「
平
成
24
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例
会
」を
開
会
し

た
３
月
１
日
、
村
上
村
長
は
平
成
24
年
度
の
村
政
運
営

お
よ
び
予
算
に
関
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
は
、
ま
さ
し
く
波

瀾
万
丈
の
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

地
震
、
津
波
、
原
子
力
発
電
所

の
事
故
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ャ
に

端
を
発
し
た
欧
州
の
政
府
債
権

危
機
、
さ
ら
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
の
政
治
も
混
迷
が
続
き
、
国
家
財
政
は
行
き

詰
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
と
心
配
に
な
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
ま
す
ま
す
問
題
が
複
雑
化
し
、
困

難
な
時
代
状
況
下
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
世
界
的
に

は
、
欧
州
の
政
府
債
権
危
機
か
ら
ユ
ー
ロ
圏
の
分
裂
の

危
機
、
そ
し
て
世
界
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
国
内
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧･

復
興
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
伴
う

政
策
や
制
度
変
更
な
ど
が
次
々
と
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
昨
年
度
の
村
政
運
営
の
基
本
方
針
の

中
で
、「
平
成
23
年
度
は
、本
村
に
と
っ
て
特
別
な
年
度
、

画
期
を
成
す
年
」「
東
海
村
第
５
次
総
合
計
画
の
成
否
は

初
年
度
の
今
年
に
懸
か
っ
て
い
る
」と
申
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
出
ば
な
を
く
じ
か
れ
、
そ
の
後
は
、
復
旧･

復
興
を

優
先
し
た
た
め
、
こ
の
計
画
を
十
分
に
生
か
し
き
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
今
年
度
が「
東

海
村
第
５
次
総
合
計
画
」の
本
格
ス
タ
ー
ト
、
こ
の
計
画

に
基
づ
く
政
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
基
本
理
念
を「
村
民
の
叡え

い

ち智
が
生
き

る
ま
ち
づ
く
り
」と
掲
げ
、
そ
れ
は
、「
今
と
未
来
を
生

き
る
全
て
の
命
あ
る
も
の
の
た
め
に
」と
謳う

た

い
上
げ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
基
本
理
念
が
目
指
す
べ
き
方

向
性
は
、「
叡
智
の
伝
承･

創
造
」「
一
人
ひ
と
り
が
尊
重

さ
れ
、
多
様
な
選
択
が
可
能
な
社
会
」「
自
然
と
い
の
ち

の
調
和
と
循
環
」と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
震
災
前
に

成
案
と
し
て
確
定
し
、
既
に
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
道
筋
と
し
て
示
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の“
原
発
誘
致
”の
よ
う
な
１
次

方
程
式
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
く
、
２
次･

３
次
方
程

式
を
解
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
直
ち
に
経
済
的
な
効
果
は

期
待
で
き
な
い
が
、
永
続
性
の
あ
る
社
会
の
創
造
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
命
と
そ
の
命
を
育
む
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
、
こ
の
こ
と
を
主
眼（
キ
ー
ワ
ー
ド
）と
し

て
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

村
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え

あ
ら
ゆ
る
命
と
そ
の
命
を
育
む
ふ
る
さ
と
の
た
め
に

～
永
続
性
の
あ
る
社
会
の
創
造
を
～

村
政
運
営
の
基
本
方
針
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主
要
事
業

■
防
犯･

防
災
分
野

～
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
～

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
所
で
の
自
治
会
活
動
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
や
、
行
政
だ
け
で

は
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
な
課
題
の
解
決
に
向
け
、
村

民
と
事
業
者
、
そ
し
て
行
政
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ

と
を
目
的
に「（
仮
称
）東
海
村
協
働
の
指
針
」作
成
の
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
原
子
力
発
電
所
の
あ
り
方
を
考
え
る
～

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
起
こ
っ
て
、
ま

ず
、
東
海
第
二
発
電
所
か
ら
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に

１
０
０
万
人
以
上
が
住
ん
で
い
る
よ
う
な
地
域
が
原
子

力
発
電
所
の
立
地
と
し
て
適
切
な
の
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
脱
原
発
」論
に
市
民
権
を
与
え

る
と
と
も
に
、
日
本
の
国
土
や
社
会
風
土
の
中
で
原
子

力
発
電
所
を
保
有
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
村
民
そ
し

て
国
民
全
体
が
、
真
剣
に
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
原
子
力
安
全
行
政
を
考
え
る
に
当
た
っ
て

は
、
国
、
県
と
事
業
所
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

村
民
や
関
係
者
と
の
対
話
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
多

く
の
意
見
を
反
映
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
東

海
第
二
発
電
所
の
再
稼
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
12

月
19
日
に
出
さ
れ
た
原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会
か
ら
の

答
申
内
容
や
隣
接
自
治
体
、
県
央
地
域
等
と
の
連
携
に

～
幼
保
一
元
化
を
進
め
ま
す
～

　

子
育
て
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立
保
育
所･

幼
稚
園

の
幼
保
一
元
化
に
向
け
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
村

松
保
育
所
と
宿
幼
稚
園
の
施
設
整
備
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
～

　

介
護
保
険
制
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
介
護
報
酬
の
改

定
や
保
険
料
負
担
割
合
の
変
更
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

り
介
護
給
付
費
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
介

護
保
険
料
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
き
な
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
諸
般
の
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
本
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運

営
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
国
保
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
）の
運
営
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
充
て
る

こ
と
に
よ
り
事
業
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
度
は
そ
の
繰
入
金
額
が
６
億
円
を
超
え
る
異
常
な
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
事
業
を
健
全
か
つ
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、

国
民
健
康
保
険
税
額
の
引
き
上
げ
改
正
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

よ
る
広
域
的
な
観
点
か
ら
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
国
に
対
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
早
期
の
原
因
究
明
や
耐
震
指
針
の
見
直
し
な
ど
、

抜
本
的
な
安
全
対
策
の
徹
底
し
た
検
討
を
強
く
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

～
防
災
体
制
の
強
化
を
～

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
村
民
、
地
域
、
行
政
が

連
携
し
た
地
域
防
災
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
住

民
支
援
の
拠
点（
基
幹
避
難
所
）と
し
て
位
置
付
け
、
備

蓄
倉
庫
の
設
置
や
井
戸
の
掘
削
、
非
常
用
発
電
機
な
ど

の
必
要
物
資
の
整
備
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」を
福
祉
避
難
所
に
指
定

し
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援
に
備
え
た
資
機
材
や
物

資
等
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、
県
の
防
災

計
画
と
整
合
を
図
り
つ
つ
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
適
切
な
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
等
が
被
災
し
た

方
に
は
、「
東
日
本
大
震
災
一
部
損
壊
住
宅
修
繕
助
成

事
業
」「
被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
事
業
」を
実
施

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

～
放
射
能
へ
の
適
切
な
対
処
を
～

　

こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
留
意
点
と
し
て
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
問
題
へ
の

適
切
な
対
処
が
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
や
児
童･
生
徒
等
、

子
ど
も
を
持
つ
親
や
妊
産
婦
の
心
情
に
寄
り
添
い
、
そ

の
立
場
で
の
対
応
を
考
え
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
福
祉･

健
康
分
野

■
行
政
運
営･

住
民
自
治
分
野
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■
経
済･

環
境
分
野

～
教
育
環
境
の
整
備
を
～

　

小
学
校
の
少
人
数
学
級
編
制
の
対
象
学
年
を
今
年
度

か
ら
、
第
２
学
年
ま
で
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
小
中
学
校
や
幼
稚
園
施
設
の
教
育

環
境
の
回
復
を
最
優
先
と
し
、
安
全･

安
心
な
学
校
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
照
沼
小
学

校
は
、
平
成
25
年
４
月
の
開
校
に
向
け
た
準
備
を
、
中

丸
小
学
校
と
東
海
中
学
校
は
、
新
校
舎
の
建
設
工
事
に

向
け
た
設
計
業
務
を
進
め
る
ほ
か
、
幼
稚
園
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
石
神
幼
稚
園
の
耐
震
補
強
工
事
、
舟
石

川
幼
稚
園
と
須
和
間
幼
稚
園
の
耐
震
化
を
含
め
た
改
修

工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、「（
仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」の
建
設
は
、

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
を
視
野
に
入
れ

た
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
放
射
能
に
よ
る
環
境
汚
染
へ
の
対
処
～

　

今
年
度
の
留
意
点
は
放
射
能
に
よ
る
環
境
汚
染
へ
の
対

処
で
あ
り
ま
す
。
空
間
線
量
や
水
、
土
壌
、
農
作
物
、
学

校
給
食
等
の
放
射
性
物
質
測
定
や
高
線
量
測
定
地
域（
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
）の
除
染
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事

態
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

～
生
物
多
様
性
の
保
全
を
～

　

平
成
23
年
度
に
策
定
さ
れ
た「
第
２
次
環
境
基
本
計

画
」に
基
づ
き
、
村
民
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
み
ど
り
の
減
少
、
農
地
の
宅
地

化
、耕
作
放
棄
地
や
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た
山
林
の
増
加
、

外
来
生
物
の
侵
入
な
ど
、
生
態
系
に
与
え
た
急
激
な
変

化
に
よ
っ
て
従
来
の
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら「
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」

の
策
定
に
着
手
し
、
人
間
が
生
活
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
生
物
多
様
性
の
保
全
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
循
環
型
農
業
の
理
解
を
深
め
る
～

　

循
環
型
農
業
は
、
地
域
の
人
と
人
と
が
緊
密
に
つ
な

が
る
人
的
循
環
や
、
地
元
の
方
々
が
生
産
し
た
農
産
物

を
購
入
し
て
農
業
を
支
援
す
る
経
済
的
循
環
と
い
う
概

念
も
含
ま
れ
る
環
境
保
全
型
農
業
で
あ
り
ま
す
。
今
年

度
は
、
こ
の
循
環
型
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
生
産
者
と
消
費
者
が
相
互
に
意
見
を
交
換
し
合
う

「
農
業
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
～

　
「
村
民
の
森
」の
指
定
な
ど
を
行
い
、
自
然
環
境
の
維

持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
保
全
す
べ
き
貴
重
な

地
区
に
つ
い
て
は
、「
緑
化
基
金
」を
活
用
し
て
行
政
に

よ
る
計
画
的
な
用
地
取
得
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

～
安
全
で
安
心
で
き
る
生
活
の
た
め
に
～

　

上
水
道
は
、
被
災
に
よ
り
最
長
で
13
日
間
の
断
水
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
水
道
施
設
は
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
都
市
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
、
老
朽
化
し
た
外
宿
浄
水
場
の
一
部
耐
震
補

強
工
事
と
計
装･

監
視
制
御
設
備
、
動
力
設
備
と
薬
品

注
入
設
備
の
更
新
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
環
境
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
策
定
中
の「
み
ち

づ
く
り
基
本
計
画
」を
基
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
に
優
し
い
安
全
な
歩
道
や
、
自
転
車
が
安
全
に
通
行

で
き
る
よ
う
な
み
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

～「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）」の
策
定
～

　

本
村
を
、
世
界
へ
貢
献
す
る
21
世
紀
型
の「
原
子
力

セ
ン
タ
ー
」に
す
る
べ
く
、「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮

称
）」の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
策
定
に
は
、
村
民

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
接
自
治
体

や
県
央
地
域
等
と
の
連
携
に
よ
る
広
域
的
な
観
点
か
ら

も
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、「
原
子
力

セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）」を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
の

体
制
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、「
国
際
化
推
進
会
議（
仮

称
）」を
中
心
に「
国
際
化
」に
向
け
た
必
要
事
項
や
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
方
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
分
野
を
横
断
し
て
重
要
な
課
題
を
推
進
～

　

第
５
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
や
実
施
計
画
に
基

づ
く
施
策･

事
業
に
加
え
、
分
野
横
断
的
か
つ
重
要
な

課
題
を
推
進
す
る
重
要
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
定
し
、「
復
興
支
援
の
強
化
」

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
生
活
ス
タ
イ
ル
の
転
換
」

を
総
合
的
に
検
討･

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
か
ら
取
り
組
む
予
定
で
あ
っ
た「“
食
と
農
”の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
子
ど
も
未
来
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
と
国
際
的
ま
ち
づ
く
り

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
も
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
基
盤
分
野

■
重
要
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■
原
子
力
と
ま
ち
づ
く
り
分
野

■
教
育
分
野
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平
成
24
年
度
当
初
予
算
が
、「
平
成
24
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例

会
」で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
８･

８
％
減
の
１
６
５
億 

５
８
０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
に
国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
等
の
特
別

会
計
、水
道･

病
院
事
業
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、

対
前
年
度
比
２･

３
％
減
の
２
８
０
億
３
６
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
当
初
予
算
の
ほ
か
、
９
月
末
現
在
と
翌
年
３
月
末
現
在
で

の
予
算
の
執
行
状
況
や
、
前
年
度
の
決
算
状
況
等
、
今
後
と
も
分
か
り

や
す
い
財
政
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
８
３
）

　

一
般
会
計
は
、
村
税（
村
民
税

や
固
定
資
産
税
等
）を
主
な
財
源

と
し
て
、
老
人
福
祉
や
児
童
福

祉
、
保
健
衛
生
、
環
境
保
全
、
道
路
建
設
、
消
防･

防
災
、

教
育･

文
化
振
興
等
の
事
業
を
行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。

　

主
な
歳
入
を
見
て
み
る
と
、
村
税
は
、
村
民
税
や

固
定
資
産
税
の
減
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
８
・
２
％
、

９
億
３
１
４
３
万
円
減
の
１
０
３
億
８
８
０
５
万
円
、

国
庫
支
出
金
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
で
、
対
前
年

度
比
０
・
１
％
、
３
０
１
万
円
増
の
23
億
５
５
３
４
万

円
、
繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
等
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
25･

５
％
、
５
億
４
２
６
０
万
円
減
の

15
億
８
４
７
８
万
円
、
村
債
は
、
中
丸
小
学
校
屋
内
運

動
場
建
設
工
事
の
終
了
に
伴
い
、対
前
年
度
比
70･

５
％
、

２
億
３
９
２
０
万
円
減
の
１
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
主
な
歳
出
を
見
て
み
る
と
、
総
務
費
は
、

新
規
事
業
で
あ
る
基
幹
避
難
所
整
備
事
業
や
東
日
本

大
震
災
一
部
損
壊
住
宅
修
繕
助
成
事
業
費
の
増
等
に

よ
り
対
前
年
度
比
４･

１
％
、
８
８
４
４
万
円
増
の

22
億
６
３
１
１
万
円
、
民
生
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
減

等
に
よ
り
対
前
年
度
比
２･

２
％
、
９
８
９
１
万
円
減

の
44
億
３
６
０
５
万
円
、
衛
生
費
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業
費
の
減
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
５･

４
％
、
１
億
１
３
９
７
万
円
減
の
19
億
９
７
５
１
万

円
、
土
木
費
は
、
雨
水
排
水
路
工
事
費
や
他
会
計

繰
出
金
の
減
等
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
39･

６
％
、

10
億
７
５
８
１
万
円
減
の
16
億
３
８
５
８
万
円
、
教
育

費
は
、
東
海
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
購
入
の
終
了
等

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
10･
６
％
、
４
億
５
３
１
４
万

円
減
の
38
億
３
９
１
９
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

本
村
に
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
等
８
つ
の

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
と
は
、
村
が
特

定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特
定
の
歳
入
を
も
っ
て

特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
会
計
の
歳
入･

歳
出
と
区

一
般
会
計

特
別
会
計

予算の概要
平成24年度

会 計 名 Ｈ24年度予算額 Ｈ23年度予算額 増減率
一般会計 16,558,000 18,150,000 △8.8％
特別会計 7,890,570 7,825,264 0.8％

 国民健康保険事業会計 2,967,625 2,732,390 8.6％
 後期高齢者医療会計 269,541 263,529 2.3％

 介護保険事業会計  保険事業勘定 2,264,684 2,174,316 4.2％
 介護サービス事業勘定 4,827 4,877 △1.0％

 東海駅西土地区画整理事業会計 112,047 87,023 28.8％
 東海駅東土地区画整理事業会計 56,838 80,415 △29.3％
 東海駅西第二土地区画整理事業会計 93,895 189,387 △50.4％
 東海中央土地区画整理事業会計 651,793 819,220 △20.4％
 公共下水道事業会計 1,469,320 1,474,107 △0.3％

企業会計 3,587,528 2,729,551 31.4％
 水道事業会計 1,951,237 1,131,994 72.4％
 病院事業会計 1,636,291 1,597,557 2.4％

合　　計 28,036,098 28,704,815 △2.3％

【平成24年度予算総括表】 （単位:千円） 分
し
て
そ
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、
法
律
や
条
例

に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
会
計
で
す
。
全
特
別
会
計
の
総

額
は
78
億
９
０
５
７
万
円
で
、
対
前
年
度
比
０
・
８
％
、

６
５
３
１
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
を

基
本
と
し
、
地
方
公
営
企
業
法

の
全
部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を

受
け
て
設
置
す
る
会
計
で
、
村
で
は
、
水
道
事
業
と
病

院
事
業
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
全
企
業
会
計
の
総
額

は
、
35
億
８
７
５
３
万
円
で
、
対
前
年
度
比
31･

４
％
、

８
億
５
７
９
８
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

企
業
会
計

総　　額 280億3,610万円
一般会計 165億5,800万円
特別会計 78億9,057万円
企業会計 35億8,753万円

◆◆平成24年度 予算の概要
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◆国庫支出金…村の特定事業に対して、国から交付
されるお金

◆繰入金…基金や特別会計からの受け入れ金
◆村債…国や金融機関等からの借入金（借金）
◆地方譲与税…一度、国税として徴収され、その後、

国から村に一定の基準で譲与されるお金
◆議会費…議会運営に使われるお金
◆総務費…管理事務､財政･財産管理､選挙等に使われ

るお金
◆民生費…福祉、医療等に使われるお金
◆衛生費…保健衛生、環境衛生、ごみ処理等に使わ

れるお金
◆土木費…道路、公園の整備等に使われるお金
◆消防費…消防団の運営や防火水槽の設置等に使わ

れるお金

◆教育費…小中学校、幼稚園、生涯学習等に使われ
るお金

◆公債費…村債（借金）の元金や利子の償還に使われ
るお金

◆物件費…賃金･委託料･使用料･賃借料等、消費的な
ものに使われるお金

◆扶助費…自立支援給付費や医療福祉費等、住民福
祉の増進を図るために支出するお金

◆財政調整基金…予期しない収入減少や支出増加と
いった年度間の財源の不均衡を調整し、長期的視
野に立った計画的な財政運営を行うための基金

◆減債基金…村債の償還に必要な財源を確保し、将
来にわたる村財政の健全な運営を行うための基金

◆特定目的基金…公立学校施設整備基金や緑化基金
等、特定の目的のために資金の積み立てや運用を
している基金

用 語 の 説 明

議会費

農林水産業費

商工費

消防費

教育費 公債費

諸支出金等

土木費

213,651

399,543

122,276

1,638,582 558,820

3,839,194 766,021

323,238

9.9％

23.2％

1.3％

2.4％

0.7％

3.4％

4.6％

1.9％

分担金および負担金
133,329
0.8％

使用料および手数料
168,710
1.0％

村債
100,000
0.6％

地方譲与税
148,824
0.9％

その他
953,322
5.8％

（単位 : 千円）

県支出金
725,651
4.4％

繰入金
1,584,776

9.6％

16,558,000

総務費

民生費

衛生費

2,263,113

4,436,049

1,997,513
12.1％

26.8％

13.7％村税
10,388,045

62.7％

国庫支出金
2,355,343

14.2％

◆歳出合計

内訳
村民税 2,461,201

23.7％
固定資産税 7,073,870

68.1％
その他村税 852,974

8.2％

◆歳入合計
16,558,000

計
予
算
を
グ
ラ
フ
で
表
す
と

会般一

…

■一般会計歳入科目別内訳の推移

その他※

県支出金

村債

（　）内はＨ24年度の金額

10,000,000

（790,599）

（725,651）

（100,000）

※その他の内訳：地方交付税、分担金および負担金、使用料

および手数料、財産収入、寄付金、繰越金、諸収入

地方譲与税、
交付金等

繰入金

（613,586）

（1,584,776）

国庫支出金
（2,355,343）

（年度）Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

5,000,000

0

15,000,000

村税
（10,388,045）

（千円）

■一般会計歳出性質別内訳の推移

0

10,000,000

5,000,000

15,000,000

（年度）Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

人件費

物件費

補助費等

繰出金

扶助費

公債費

（3,296,215）

（1,933,032）

（3,196,699）

（2,393,354）

（1,130,639）

（1,841,147）

（766,020）

（2,000,894）

普通建設事業費

（　）内はＨ24年度の金額

※その他の内訳：維持補修費、積立金、投資および出資金、

貸付金、災害復旧費、予備費

その他※

（千円）
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
額
を
２
５
９
５
分
の
１
※
に
縮
小
し
、
家
計
簿
の

よ
う
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ま
し
た
。
※
平
成
22
年
分
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査（
国
税
庁
）

の
給
与
所
得
者
平
均
給
与（
４
１
２
万
円
）を「
給
与
」と
し
て
縮
小
。

Ｈ24予算 （割合） Ｈ23予算 （割合） 増減額
給与 412万円 （64％） 449万円 （64％） －37万円
　（村税､分担金･負担金､使用料･手数料）
親からの仕送り 142万円 （22％） 141万円 （20％） ＋１万円
　（地方譲与税､地方交付税､国･県支出金）
貯金からの引き出し 61万円 （10％） 82万円 （12％） －21万円
　（繰入金）
ローン ４万円 （１％） 13万円 （２％） －９万円
　（村債）
前年度からの繰り越し ８万円 （１％） ８万円 （１％） 増減なし
　（繰越金）
雑収入 11万円 （２％） ６万円 （１％） ＋５万円
　（諸収入、財産収入等）
合　計 638万円 （100％） 699万円 （100％） －61万円

Ｈ24予算 （割合） Ｈ23予算 （割合） 増減額
食費 127万円 （20％） 144万円 （21％） －17万円
　（人件費）
医療費、学費 77万円 （12％） 85万円 （12％） －８万円
　（扶助費）
ローン返済 30万円 （５％） 28万円 （４％） ＋２万円
　（公債費）
光熱水費、日用品の購入費 123万円 （19％） 133万円 （19％） －10万円
　（物件費）
自宅の増改築･修繕 79万円 （12％） 123万円 （17％） －44万円
　（維持補修費、普通建設事業費）
自治会費、友人への支援 92万円 （15％） 62万円 （９％） ＋30万円
　（補助費等）
子どもへの仕送り 71万円 （11％） 89万円 （13％） －18万円
　（繰出金）
貯金 39万円 （６％） 35万円 （５％） ＋４万円
　（積立金、投資および出資金、予備費等）
合　計 638万円 （100％） 699万円 （100％） －61万円

一
般
会
計
予
算
を
家
計
簿
に
例
え
て
み
る
と
…

　

１
年
間
の
収
入
の
う
ち
、
自
ら
の
稼
ぎ

で
あ
る「
給
与
」は
４
１
２
万
円
で
、
全
体
の

64
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
貯
金
か

ら
の
引
き
出
し
」、「
前
年
度
か
ら
の
繰
り
越
し
」、「
雑

収
入
」と
い
っ
た
ほ
か
に
頼
ら
な
い
収
入
が
80
万
円
あ
り
、

「
給
与
」と
合
わ
せ
て
収
入
全
体
の
77
％
を
賄
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
自
主
財
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な

項
目
の
前
年
度
比
較
で
見
る
と
、
村
税
の
減
に
よ
り「
給

与
」が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
の
減

に
よ
り「
貯
金
か
ら
の
引
き
出
し
」が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
を
見
る
と
、「
食
費
」や「
医
療
費
、
学
費
」、「
ロ
ー

ン
返
済
」等
、
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
が

２
３
４
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
義
務
的
経
費
と
い
わ

れ
、簡
単
に
削
減
で
き
な
い
経
費
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

雨
水
排
水
路
工
事
費
や
他
会
計
繰
出
金
の
減
に
よ
り「
自
宅

の
増
改
築･

修
繕
」や「
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
」が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
可
燃
ご
み
処
理
や
消
防･

救
急
業
務
の
広
域
化
に

よ
る
ひ
た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
の
増

に
よ
り「
自
治
会
費
、友
人
へ
の
支
援
」は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
必
要
な
支
出
を
全
て「
給
与
」で
賄
う
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、「
ロ
ー
ン
」を
組
ん
だ
り「
親
か
ら
の
仕

送
り
」を
得
な
が
ら
、
家
計
を
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
持
続
的
に
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
、
実
施
計
画
で
３
年
先
の
財
政
を
見
通
し
な

が
ら
積
極
的
に
貯
蓄
す
る
と
と
も
に
、
支
出
を
平
準
化

す
る
た
め
必
要
に
応
じ
て「
ロ
ー
ン
」を
組
み
な
が
ら
財

政
を
運
営
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、「
日
用
品
の
購
入
費
」

の
節
約
や
計
画
的
に「
増
改
築
」を
す
る
な
ど
、
無
理
の

な
い
着
実
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

解
説

収　入

支　出

◆◆平成24年度 予算の概要
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■
主
な
使
い
道
▼
議
員
報
酬
の
支
払
い
や
議
会
運
営
、「
議

会
だ
よ
り
」発
行
等
の
議
会
費（
２
億
１
３
６
５
万
円
）

■
主
な
使
い
道
▼
役
場
庁
舎
や
公
用
車
、
村
有
財
産
管

理
等
の
財
産
管
理
費（
１
億
１
３
２
０
万
円
）▼
デ
マ
ン

ド
交
通
運
営
や
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想
推
進
等
の
企
画

費（
９
６
１
９
万
円
）▼
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
等
の
交
通
安
全
対
策
費（
４
７
８
０
万
円
）▼
原
子
力

専
門
員
の
雇
用
や
原
子
力
広
報
等
の
原
子
力
対
策
費

（
７
６
４
９
万
円
）▼
基
幹
避
難
所
整
備
や
避
難
生
活
物

資
備
蓄
等
の
防
災
対
策
費（
６
０
０
０
万
円
）▼
東
日
本

大
震
災
一
部
損
壊
住
宅
修
繕
助
成
等
の
災
害
対
策
費

（
１
億
５
１
０
５
万
円
）▼
行
政
協
力
員
の
報
酬
支
払
い
や

自
治
会
へ
の
助
成
等
の
自
治
推
進
費（
８
５
９
３
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
ま
ち
づ
く
り
諸
費【
放
射
線
測
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

放
射
線
相
談
員
派
遣
、
東
日
本
大
震

災
体
験
記
発
行
】（６
６
６
万
円
）…
放
射
線
測
定
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
測
定
補
助
の
ほ
か
、
新
た
に
放
射
線
相

談
員
を
配
置
し
て
村
民
の
不
安
解
消
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
の
体
験
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

体
験
記
を
発
行
し
ま
す
。
▽
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮

称
）推
進
事
業（
９
６
１
万
円
）…
原
子
力
科
学･

原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域
社
会
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
本
村
を
原
子
力
科
学
の
拠
点
と
し
て
世
界
に

貢
献
す
る「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
」に
す
る
た
め
の
構
想
を

推
進
し
ま
す
。
▽
防
災
無
線
放
送
施
設
整
備
管
理
事
業

（
２
３
４
４
万
円
）…
村
内
主
要
施
設
に
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ

無
線
を
整
備
し
、
連
絡
手
段
の
多
重
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
子
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
長
時
間
稼
働
可
能
な

も
の
へ
交
換
し
ま
す
。
▽
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
運
営

事
業（
１
０
９
９
万
円
）…
災
害
時
に
避
難
所
と
災
害
対

策
本
部
を
直
接
接
続
し
、
情
報
を
即
座
に
配
信
す
る
シ

ス
テ
ム
等
の
維
持･

強
化
を
図
り
ま
す
。
▽
避
難
生
活
物

資
備
蓄
事
業（
４
５
６
万
円
）…
食
料
や
飲
料
水
の
ほ
か
、

毛
布
や
ト
イ
レ
な
ど
避
難
生
活
に
必
要
な
物
資･

資
材
等

を
備
蓄
し
ま
す
。▽
基
幹
避
難
所
整
備
事
業（
３
６
５
９
万

円
）…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」、
照
沼
小
学
校
を
基
幹
避
難
所
と
し
て

整
備
し
、
防
災
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
▽
東
日
本

大
震
災
一
部
損
壊
住
宅
修
繕
助
成
事
業（
１
億
28
万
円
）

…
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
一部
損
壊
住
宅
の
修

繕
に
要
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
▽
被
災
住
宅

復
興
支
援
利
子
補
給
事
業（
２
３
０
万
円
）…
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅･

宅
地
の
復
旧
資
金
借
り
入

れ
に
係
る
利
子
相
当
額
を
補
給
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道
▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
や
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
等
の
社
会
福
祉
総
務

費（
７
億
７
４
２
５
万
円
）▼
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
等
の
老
人
福
祉
費（
６
億
１
７
６
５
万

円
）▼
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
心
身
障
が
い
児（
者
）福

祉
手
当
支
給
等
の
障
害
福
祉
費（
３
億
８
１
７
７
万
円
）

▼
マ
ル
福
対
象
者
に
対
す
る
医
療
費
支
給
等
の
医
療
福

祉
費（
５
億
６
７
４
５
万
円
）▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

や
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
管
理･

運
営
等
の
社
会

福
祉
施
設
費（
１
億
８
４
５
２
万
円
）▼
公
立
保
育
所
の

管
理･

運
営
や
民
間
保
育
園
へ
の
補
助
等
の
児
童
福
祉
施

設
費（
８
億
８
２
８
１
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
幼
保
一
元
化
施
設
整
備
事
業

（
30
万
円
）…
就
学
前
の
保
育
と
教
育
を
一
体
と
し
て

捉
え
、
一
貫
し
て
提
供
す
る
新
た
な
枠
組
み
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道
▼
妊
婦･

乳
幼
児
健
康
診
査
や
母
子
訪

問
、
東
海
病
院
や
水
道
事
業
へ
の
出
資
金
等
の
保
健
衛

生
総
務
費（
６
億
８
３
８
５
万
円
）▼
法
定
外
予
防
接
種

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
等
の
予
防

費（
１
億
８
３
７
５
万
円
）▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
浄

化
槽
設
置
の
補
助
等
の
環
境
衛
生
費（
２
億
６
２
４
万

円
）▼
大
気･

水
質
等
の
環
境
調
査
監
視
等
の
公
害
対
策

費（
１
２
１
６
万
円
）▼
各
種
健
診
や
健
康
相
談
の
実
施

等
の
健
康
増
進
事
業
費（
１
億
８
６
４
万
円
）▼
須
和
間

霊
園
維
持
管
理
等
の
霊
園
費（
１
９
１
１
万
円
）▼
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
管
理･

運
営
や
可
燃･

不
燃･

粗
大
ご
み
、
資

源
物
の
収
集
等
の
ご
み
処
理
費（
５
億
３
４
３
９
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
と
う
か
い
環
境
村
民
会
議
環
境

活
動
事
業
費
補
助
事
業（
４
１
０
万
円
）…
と
う
か
い
環

境
村
民
会
議
に
補
助
金
を
交
付
し
、
第
２
次
東
海
村

議

会

費

総

務

費

民

生

費

衛

生

費

一
般
会
計
予
算
の

主
な
使
い
道
な
ど
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環
境
基
本
計
画
の
理
念
や
基
本
目
標
の
達
成
に
努
め
ま

す
。
▽
生
物
多
様
性
促
進
事
業（
６
３
９
万
円
）…
生
物

多
様
性
地
域
戦
略
を
策
定
し
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

生
態
系
の
保
全
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
▽
環
境
基
本

計
画
推
進
事
業（
１
８
０
万
円
）…
東
海
環
境
基
本
計
画

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
第
２
次
東
海
村
環
境
基
本
計

画
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
進
行
管
理
を
図
り
ま
す
。

■
主
な
使
い
道
▼
転
作
奨
励
補
助
や
米
飯
給
食
費
補
助

等
の
農
業
振
興
費（
１
億
１
２
７
７
万
円
）▼
新
規
就
農

者
育
成
補
助
や
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
等
の
農
業

政
策
費（
７
２
３
１
万
円
）▼
農
道
と
水
路
の
整
備
や
維
持

･

管
理
、排
水
機
場
の
管
理
等
の
農
地
費（
７
１
１
７
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
東
海
農
業
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
事
業（
16
万
円
）…
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
図

り
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
普
及
啓
発
と
地
産
地
消
の
促
進
に
努
め

ま
す
。
▽
新
規
就
農
者
育
成
補
助
事
業（
８
７
７
万
円
）

…
農
業
後
継
者
や
農
業
新
規
参
入
者
に
対
し
て
生
活

費
や
機
械
購
入
費
等
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
就
農
定
着
と
農
業
経
営
の
早
期
安
定
を
図
り

ま
す
。
▽
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
荷
推
進
補
助

事
業（
９
１
０
万
円
）…
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

荷
者
に
対
し
、
生
産
や
出
荷
調
整
に
要
す
る
資
材
等

の
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
出
荷
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
▽
と
う
か
い

安
全
安
心
農
産
物
認
証
事
業（
５
５
８
万
円
）…
こ
れ
ま

で
の
残
留
農
薬
測
定
に
加
え
、
新
た
に
放
射
性
物
質

濃
度
測
定
を
実
施
し
、
よ
り
一
層
安
全･

安
心
な
農
産

物
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
体
験
を
通
し
て

生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
▽
排
水
機

場
管
理
事
業【
非
常
用
発
電
機
整
備
】（
１
４
８
７
万
円
）

…
排
水
機
場
に
非
常
用
発
電
機
を
計
画
的
に
整
備
し
、

災
害
時
に
お
け
る
農
作
物
の
湛
水
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

■
主
な
使
い
道
▼
村
内
中
小
企
業
者
に
対
す
る
融
資
利

子
軽
減
や「
東
海
Ｉ
～
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
」開
催
等
の
商

工
振
興
費（
７
３
７
４
万
円
）▼「
東
海
ま
つ
り
」や
観

光
協
会
へ
の
補
助
、
観
光
施
設
の
管
理
等
の
観
光
費

（
２
７
０
９
万
円
）

■
主
な
使
い
道
▼
道
路
の
新
設
や
改
良
工
事
、
歩
道
整

備
等
の
道
路
新
設
改
良
費（
８
３
５
０
万
円
）▼
阿

漕
ヶ
浦
公
園
等
の
都
市
計
画
公
園
の
整
備
や
維
持･

管
理
等
の
公
園
費（
８
２
３
７
万
円
）▼
緑
化
推
進
や

緑
地
保
全
等
の
緑
化
推
進
費（
１
億
１
５
７
９
万
円
）

▼
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
や
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
の
土
地
区
画
整
理
費
、

公
共
下
水
道
費（
９
億
８
２
４
６
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
道
路
維
持
管
理
事
業【
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
】（
４
５
０
１
万
円
）…
橋
の
老

朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
策
定
し
、“
壊
れ
た
ら
直
す
方
法
”か
ら“
壊
れ
る

前
に
予
防
す
る
方
法
”へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
▽
緑

地
保
全
事
業【
部
原
地
区
等
用
地
購
入
】（
７
５
５
１
万

円
）…
村
に
残
る
貴
重
な
み
ど
り
の
保
全
と
緑
化
の
推

進
を
図
り
、
良
好
な
自
然
環
境
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

■
主
な
使
い
道
▼
消
防･

救
急
業
務
の
広
域
化
に
よ
る
ひ

た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
等
の
常

備
消
防
費（
５
億
２
６
８
１
万
円
）▼
消
防
団
の
運
営

等
の
非
常
備
消
防
費（
１
７
９
８
万
円
）▼
防
火
水
槽

や
消
火
栓
整
備
等
の
消
防
施
設
費（
１
２
９
９
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
自
主
防
災
組
織
育
成
補
助
事
業

（
57
万
円
）…
自
治
会
を
中
心
と
し
た
自
主
防
災
組
織

に
活
動
費
等
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の
育

成
強
化
に
努
め
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動
を
通
し
て

災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
ま
す
。

■
主
な
使
い
道
▼
外
国
語
指
導
講
師（
Ｎ
Ｌ
Ｔ
）や
ス
タ

デ
ィ･

サ
ポ
ー
タ
ー
、
学
校
図
書
館
指
導
員
の
設
置
等

の
教
育
指
導
費（
２
億
３
７
９
９
万
円
）▼
小
学
校
の

施
設
整
備
や
運
営･

管
理
等
の
小
学
校
費（
17
億
19
万

円
）▼
中
学
校
の
施
設
整
備
や
運
営･

管
理
等
の
中
学

校
費（
２
億
６
８
２
１
万
円
）▼
幼
稚
園
の
施
設
整
備

や
運
営･

管
理
等
の
幼
稚
園
費（
３
億
４
１
７
５
万
円
）

▼
文
化
祭
の
開
催
や
文
化
協
会
へ
の
補
助
等
の
文
化

振
興
費（
２
２
０
７
万
円
）▼
図
書
館
の
管
理･

運
営
や

図
書
資
料
整
備
等
の
図
書
館
費（
７
３
３
１
万
円
）▼

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理･

運
営
や
体
育
協
会
へ
の
補
助

等
の
社
会
体
育
費（
１
億
３
５
０
万
円
）

◆
新
規
・
重
点
事
業
▽
心
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業

（
９
３
５
万
円
）…
不
登
校
の
児
童･

生
徒
や
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
18
歳
以
下
の
青
少
年
の
学
校
復
帰
等

を
図
る
た
め
、
教
育
相
談
や
適
応
指
導
を
行
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

商

工

費

土

木

費

消

防

費

教

育

費

◆◆平成24年度 予算の概要
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役
場
組
織
を
改
編
し
ま
し
た

改
編
の
概
要

▼
自
治
推
進
課	

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
自
治
推
進
課
を「
総
務
部
」

か
ら「
総
合
政
策
部
」へ
移
管
す
る
。

▼
介
護
福
祉
課	

介
護
保
険
事
業
の
計
画
や
運
営
管
理

の
ほ
か
、
介
護
事
業
所
の
指
導
や
育
成
の
役
割
を
担

う「
介
護
保
険
担
当
」を「
介
護
保
険
室
」に
変
更
し
、

体
制
強
化
と
指
導
力
向
上
を
図
る
。

▼
環
境
政
策
課	

可
燃
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴
い
、

「
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
」は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
問
題

や
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
つ
い
て
環
境
政
策
と
一
体
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
環
境
政
策
課
に
統

合
し「
ご
み
ゼ
ロ
推
進
室
」と
す
る
。

▼
消
防
防
災
課	

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
村
民
の

生
活
を
災
害
な
ど
か
ら
守
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る

観
点
か
ら
、
防
災･

消
防
団･

交
通
安
全
と
防
犯
を
担

当
す
る「
消
防
防
災
課
」を
新
設
す
る
。

▼
原
子
力
安
全
対
策
課	

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏

ま
え
、
防
災
業
務
を
切
り
離
し
、
原
子
力
施
設
の
環

境
安
全
対
策
と
原
子
力
安
全
対
策
等
に
特
化
し
た
課

と
し
、
名
称
を「
原
子
力
対
策
課
」か
ら「
原
子
力
安
全

対
策
課
」に
変
更
す
る
。

▼
み
ち
づ
く
り
課	

「
車
か
ら
人
へ
」「
車
中
心
の
道
か

ら
人
中
心
の
道
へ
」の
考
え
の
基
に
、
道
路
行
政
の

革
新
的
転
換
を
目
指
す
た
め「
道
路
整
備
課
」を「
み

ち
づ
く
り
課
」に
名
称
変
更
す
る
。

▼
生
涯
学
習
課	

急
激
な
社
会
変
化
の
中
で
心
身
共
に

充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、
村
民
の
多
様
化
す

る
学
習
意
欲
を
支
援
す
る
た
め
、「
社
会
教
育
課
」を

「
生
涯
学
習
課
」に
名
称
変
更
す
る
。

改編前 改編後

部課名 担当名 部課名 担当名

総務部
総務課

▼総務法制担当
▼広報担当
▼情報政策担当

総務部 総務課
▼総務法制担当
▼広報･情報政策担当

自　治
推進課

▼村民相談室
▼自治推進担当

総　合
政策部

自　治
推進課

▼村民相談室
▼自治推進担当

福祉部

社　会
福祉課

▼地域福祉推進担当
▼こども室

福祉部

社　会
福祉課

▼地域福祉推進担当
▼子ども家庭担当

介　護
福祉課

▼介護保険担当
▼高齢支援担当
▼地域包括支援担当
▼障がい支援担当

介　護
福祉課

▼介護保険室
▼高齢支援担当
▼地域包括支援担当
▼障がい支援担当

経　済
環境部

環　境
政策課

▼環境保全担当
▼生活･安全担当
▼環境計画推進室

経　済
環境部

環　境
政策課

▼ごみゼロ推進室
▼環境保全担当
▼環境計画推進担当

ごみゼロ
推 進 課

▼ごみゼロ推進担当

原子力
対策課

▼原子力･防災担当 消　防
防災課

▼防災防犯･交通安全
担当

原 子 力
安全対策課

▼原子力安全対策担当

建　設
水道部

都　市
政策課

▼都市施策推進室（都
市整備担当、緑化推
進担当）
▼建築担当 建　設

水道部

都　市
政策課

▼都市整備･緑化推進
担当
▼建築担当

道　路
整備課

▼管理担当
▼道路整備担当

み ち
づくり課

▼管理担当
▼みちづくり担当

教　育
委員会

社　会
教育課

▼生涯学習担当
▼中央公民館担当
▼文化･スポーツ振興
担当
▼青少年担当

教　育
委員会

生　涯
学習課

▼生涯学習担当
▼文化･スポーツ振興
担当
▼青少年担当

　

村
で
は
、「
村
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
と
可
燃
ご
み
処
理
、
消
防･

救
急
業
務
の
広
域
化
に
伴
う
体
制
づ
く
り

を
第
一
に
、「
東
海
村
第
５
次
総
合
計
画
」と
実
施
計
画
の
適
切
な
遂
行
や
制
度
改
正
等
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織

を
改
編
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
３
２･

１
３
３
５
）

10 ●



　後期高齢者医療保険料の保険料率は、費用や収入を見込み２
年単位で算定し、２年ごとに見直しをしています。高齢者の医
療費は、患者が医療機関の窓口で支払う負担額（所得により１
割または３割）を引いた額（給付費）のうち、約１割を被保険者の
保険料で、残りの９割を公費（国･県･市町村負担金）と他の医療
保険料（74歳までの方の保険料）で賄っていますが、医療給付の
伸びや被保険者数の増加に伴い、平成24･25年度の保険料率を
改定することになりました。なお、平成24年度の後期高齢者医
療保険料額決定通知書は、７月中旬から８月上旬に郵送します。

平成24･25年度の後期高齢者医療
保険料率をお知らせします

平成24･25年度 平成22･23年度（参考）

保険料
均等割額 39,500円 37,462円
所得割率 8.00％ 7.60％

保険料の賦課限度額（上限額） 55万円 50万円

平成24･25年度の保険料率

■問い合わせ	 保健年金課地域医療担当（☎282-1711 内線1134）

保険料の軽減措置等

後期高齢者医療保険料率を改定しました

　平成24･25年度も、従来の保険料額の軽減措置等が継続されます。

個人の保険料額の決め方

１年間の保険料額 ＝ ＋均等割額 所得割額
「賦課のもととなる金額」×8.00％

「賦課のもととなる金額」＝総所得金額等－基礎控除33万円
　総所得金額等は、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差し引いたもので、社
会保険料控除や配偶者控除等の各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

39,500円（100円未満切り捨て）

助成金の交付（東海村後期高齢者サポート事業）

　村では、後期高齢者医療被保険者の保険料負担を軽減するため、助成金を交付しています（均等割額
の２分の１で上限15,000円）。新たに助成金の交付を受ける場合は申請が必要です。該当する方には申
請書を郵送します。なお、一度申請された方は登録済みとなり、年度ごとに申請する必要はありません。

▼所得に応じた軽減

均等割軽減 世帯（被保険者と世帯主）の所得に応じて９割、8.5割、５割、２割を軽減
所得割軽減 住民税非課税等、所得の少ない方（年金収入で153万円以上211万円まで）は５割を軽減

　　これまで会社などの健康保険の被扶養者であった方の均等割の保険料は、９割軽減され、所得
割はかかりません。

※保険料額は収入金額や世帯構成によって異なります。

▼被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減

軽減内容

H18 H19 H20 H21 H22
0

200

400

600

800

1,000
（千円）

１人当たりの医療費の状況

（年度）

80万3,363円
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４
月
か
ら
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
料
の
算
定
方
法

　

65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
給
付
費（
サ
ー
ビ
ス
提
供
費
用
）に
応
じ
て
３
年

ご
と
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間
の
村
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
推
計
し
、

そ
の
２
割
を
さ
ら
に
第
１
号
被
保
険
者
数
で
割
っ
て
算
出
し
た
も
の
で
す
。

　

村
の
給
付
費
は
、
第
１
号
被
保
険
者
の
増
加
に
伴
い（【
図
１
】【
図
２
】）、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
が
増
え
、

こ
こ
数
年
、
前
年
度
比
10
％
以
上
の
高
い
伸
び
で
増
え
続
け
て
い
ま
す（【
図
３
】）。

【図３】　給付費の推移（億円）

０

５

10

15

20

25

30

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

介
護
保
険
制
度
と
は
…

　

介
護
保
険
制
度
と
は
、
こ
れ
ま

で
家
族
に
頼
り
が
ち
だ
っ
た
介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
こ
と

で
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
制
度
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
心
身
の
機
能
が
低

下
し
て
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。
費
用
は

１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
、
残
り

の
９
割
は
40
歳
以
上
の
方
が
納
め

る
介
護
保
険
料
と
公
費（
税
金
）で

賄
っ
て
い
ま
す
。

いもジイ

【図１】　第１号被保険者数の推移（千人）

０

２

４

６

８

10

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26（年度）

【図2】　認定者数の推移（人）

０

300

600

900

1200

1500

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26（年度）

（年度）

※平成24年度以降の数値は推計です。
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介
護
保
険
料
の

急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
…

　

村
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
21

年
度
以
降
毎
年
、
村
が
負
担
す
べ
き
制

度
上
の
割
合
を
超
え
た
予
算
を
、
一
般

会
計
か
ら
介
護
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
繰
り
入
れ
る
予
定
の

予
算
額
は
、
約
１
億
円
で
、
こ
れ
に
村

の
介
護
給
付
費
準
備
金（
３
年
間
で
約

１
億
円
）と
茨
城
県
財
政
安
定
化
基
金

の
取
り
崩
し
に
よ
る
交
付
金（
３
年
間

で
約
５
０
０
万
円
）を
加
え
て
、
１
人

当
た
り
年
間
約
８
４
０
０
円（
基
準
額

を
基
に
計
算
）の
負
担
を
軽
減
し
ま
す

（
図
４
参
照
）。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

▼
老
齢（
退
職
）年
金
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

　
　

年
金
の
支
給（
偶
数
月･

年
６
回
）

の
際
に
介
護
保
険
料
が
あ
ら
か
じ
め

天
引
き
さ
れ
ま
す（
特
別
徴
収
）。
た

だ
し
、
65
歳
に
な
っ
た
場
合
や
年
度

途
中
で
年
金
の
支
給
が
始
ま
っ
た
場

合
な
ど
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
普
通

徴
収
で
納
め
ま
す
。

▼
老
齢（
退
職
）年
金
、
障
害
年
金
、
遺

族
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

　
　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
め

ま
す
。
納
期
限
は
年
６
回（
偶
数
月

の
末
日
）で
す（
普
通
徴
収
）。

　
　

納
期
限
の
日
に
、
指
定
し
た
口
座

か
ら
介
護
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ

る
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
通
帳
と
印
鑑（
通
帳

の
届
出
印
）を
持
参
の
上
、
希
望
す

る
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
徴
収
猶
予
と
減
免

　

特
別
な
事
情
や
生
活
の
困
窮
の
た
め

に
、
介
護
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
室（
☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
６
３
）

所得段階 対象者 調整率 年額保険料
（平成24 ～ 26年度）

年額保険料
（平成21 ～ 23年度）

第１段階
▼生活保護を受けている方
▼老齢福祉年金受給者で、世帯

全員が住民税非課税の方
基準額×0.5 29,760円 25,140円

第２段階
▼世帯全員が住民税非課税で、前

年の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が80万円以下の方

基準額×0.5 29,760円 25,140円

第３段階 ▼世帯全員が住民税非課税で、
第２段階以外の方 基準額×0.75 44,640円 37,710円

第４段階
（基準額）

▼住民税非課税者で、世帯の中
に住民税課税者がいる方 基準額×1.0 59,520円 50,280円

第５段階 ▼住民税課税者で、前年の合計所
得金額が190万円未満の方 基準額×1.25 74,400円 62,850円

第６段階 ▼住民税課税者で前年の合計所
得金額が190万円以上の方 基準額×1.5 89,280円 75,420円

【所得段階別年額介護保険料一覧】

０

1,000

H12
　-14

H15
　-17

H18
　-20

H21
　-23

H24
　-26

村の一般会計か
らの繰り入れ等
により下がる分

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

【図4】　介護保険料の推移（月額）

村の基準額
　村の介護保険料（基準額）は年額59,520円（月額4,960円）です。年額保険料は、負担能力に応じて所
得段階別に決まります。

（年度）

（円）
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　国民健康保険制度は国から交付される国庫
支出金や国保加入者の皆さんが納める国民健
康保険税等を主な財源としています。しかし
ながら、急速な高齢化の進展や医療技術の高
度化による医療費の増加などに伴い、保険給
付費が増え続け、国民健康保険は厳しい財政

その⑤ 国民健康保険税額が変わりました

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711 内線1133）

状況にあります。
　このような中、これまでは、できる限り皆
さんの負担を抑えるため、一般会計からの財
政支援（繰入金）や貯金（国民健康保険支払準
備基金）を取り崩すなどして対応してきたとこ
ろですが、これも困難な状況になっています。
　平成８年度以来、抜本的な改正を行ってこ
なかった村の国民健康保険税ですが、このよ
うな状況を踏まえ、国民健康保険財政を立て
直し、健全かつ安定的に運営するため、平成
24年度から税額を改正することになりました。

▼税額の改正内容

　※所得割額税率は前年中の所得金額から加入者ごとに基礎控除（33万円）を差し引いた額から
算出します。

▼国民健康保険税の算出方法

　※65歳以上75歳未満の介護保険分は、介護保険料として国民健康保険税とは別に納めます。

区　　分 医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分

所得割額税率※ 改正後 5.9％ 1.7％ 1.35％
改正前 4.4％ 1.1％ 1.26％

均等割額
（１人当たりの年間額）

改正後 17,000円 5,000円 11,200円
改正前 12,000円 3,000円 7,800円

平等割額
（１世帯当たりの年間額）

改正後 17,000円 5,000円 0円
改正前 12,800円 3,200円 4,000円

課税限度額 510,000円 140,000円 120,000円

40歳未満 保険税＝医療保険分＋後期高齢者支援金分

40歳以上65歳未満 保険税＝医療保険分＋後期高齢者支援金分＋介護保険分

65歳以上75歳未満 保険税＝医療保険分＋後期高齢者支援金分※

例②　65歳以上の夫婦２人世帯
【介護保険 非該当／収入 厚生年金160万円】

5割軽減 改正後 改正前 比較
所得割 5,200円 3,700円 1,500円
均等割 22,000円 15,000円 7,000円
平等割 11,000円 8,000円 3,000円

計 38,200円 26,700円 11,500円

例①　65歳以上の１人世帯
【介護保険 非該当／収入 基礎年金79万円】
７割軽減 改正後 改正前 比較
所得割 0円 0円 0円
均等割 6,600円 4,500円 2,100円
平等割 6,600円 4,700円 1,900円

計 13,200円 9,200円 4,000円

例③　65歳以上の夫婦２人世帯
【介護保険 非該当／収入 厚生年金198万円】
２割軽減 改正後 改正前 比較
所得割 34,100円 24,700円 9,400円
均等割 35,200円 24,000円 11,200円
平等割 17,600円 12,800円 4,800円

計 86,900円 61,500円 25,400円

例④　40歳代の夫婦と子ども２人の４人世帯
【介護保険 ２人該当／収入 310万円 所得200万円】

軽減外 改正後 改正前 比較
所得割 149,300円 112,700円 36,600円
均等割 110,400円 75,600円 34,800円
平等割 22,000円 20,000円 2,000円

計 281,700円 208,300円 73,400円

▼税率が変わると保険税額も変わります
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水道の現状と課題
～水道事業のこれから～

現　　状 課　　題

水
源

「県中央広域水道」から水を購入 増大する受水費用の確保
　水の供給量は、外宿浄水場から供給
できる量を超えているため、不足分を

「県中央広域水道」から受水しています。

　今後も受水量の増加が見込まれて
おり、増大する受水費用に対処する
財源の確保が必要です。

施
設

稼動から30年以上が経過 施設の更新（耐震化）

　外宿浄水場は機械や電気計装施設
等の老朽化が進み、耐震面にも問題
があります。

　水を安定して供給するために、浄
水場の更新（耐震化）が必要です。

配
管

配管の老朽化 配管の敷設替え、耐震化
　老朽調査を実施した結果、建設当時
に敷設された導水管･配水管は、耐用
年数が近づき、老朽化が進行している
と判断されました。また、震災等に備
え、管路の耐震化も必要な状況です。

　計画的に配水管の敷設替えを行う
とともに、耐震性の高い管へ更新す
ることが必要ですが、財政状況を圧
迫してしまうという懸念があります。

経
営

　水道料金等の収入では賄いきれず、
一般会計からの補助に頼っています。

　一般会計に頼らない経営に向け、
財源の確保が必要です。

　私たちが何げなく使っている水道――蛇口をひねればいつでも水を使うことができます。
村では安定した水の供給を継続するために、さまざまな課題に取り組んでいます。シリー
ズで紹介する３回目は水道事業の現状とこれからの課題についてお伝えします。

知っていますか？　私たちの水について③

●問い合わせ	 水道課業務担当（☎282-1711 内線1152）

課題を
そのままに
しておくと…

水道事業
経営の悪化

長期断水等の
恐れ

水道の課題【Q＆A】
Q なぜ一般会計に頼らない経営が必要なのですか？

A 水道事業は、水道料金（収入）を基に、皆さんに提供する水をつくったり設備の維持管理
や整備をしたりしており、一般会計とは異なる独立した会計で運用しています。そのため、
他の会計（一般会計）からお金を補助してもらうという状態は正しい経営状態とはいえませ
ん。このまま補助金に頼った事業を続けていくと、将来補助金がなくなった際に、経営は
立ち行かなくなってしまいます。

Q 県中央広域水道からの受水量はどれくらい増加しているのですか？

Ａ 給水人口と受水量の推移は下表のとおりです。

給水人口の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度

38,100

37,100

36,600

37,600

36,100

35,600

受水量の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度
0

200
400
600
800

1,000
1,200
1,400

（人）

36,681

37,075

37,484

787
911

（千㎥）

1,188

● 15



　村では、65人の民生委員･児童委員（うち
３人は児童の問題を専門的に扱う主任児童
委員）が活動しています。
　民生委員･児童委員の主な活動は、援助を
必要とする方々の生活実態の把握や相談援
助活動のほか、役場や社会福祉協議会等、
関係機関への協力などです。
　このたび、２人の民生委員･児童委員（うち
１人は主任児童委員）が交代し、平成24年３月
１日付けで委嘱されましたのでご紹介します。
■新任民生委員･児童委員（敬称略）

　

■問い合わせ	 社会福祉課地域福祉推進担
当（☎282-1711 内線1182 ～ 1185）

舟石川中丸区、南台区の

新しい自治会長を紹介します
内宿1区、中丸･舟石川学区の
民生委員･児童委員が代わりました

担当地区 氏　名 住　所 電話
番号

内宿1区 今
いま は し

橋   絹
き ぬ え

枝 石神内宿2248-43
282-
8263

主任児童委員
（中丸･舟石川学区）加

か と う

藤 小
さ よ こ

夜子 船場
737-9

282-
7257

　福祉に関する相談ごとは、お近くの
民生委員･児童委員にご相談ください。
なお、ご自分の地区の民生委員･児童
委員が分からない場合は、お問い合わ
せください。

「
東
海
村
に
お
け
る
生
き
物
た
ち
の
現
状
」を
学
び
ま
し
た
！

　

３
月
24
日
、
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ
で

第
２
回「
ど
ー
す
る
？ 
ど
ー
な
る
？ 

よ
く
分

か
る
！ 

生
物
多
様
性
講
座
」が
開
催
さ
れ
、

東
海
村
動
植
物
生
態
系
調
査
検
討
委
員
会
の

代
表
を
務
め
た
川
島
省
二
さ
ん
が
、
村
内
で
守
っ
て
い
き
た
い

生
き
物
や
、
生
態
系
保
全
の
た
め
の
課
題
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
中
の
ク
イ
ズ
で
は
、
夏
休
み
に
川
島
さ
ん
と
水
生
生
物

や
昆
虫
の
調
査
を
行
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
顔
負
け
の
知

識
を
披
露
し
た
ほ
か
、
質
疑
応
答
で
は
村
内
で
自
然
保
護
の

活
動
を
し
て
い
る
方
々
か
ら
活
発
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

生
物
多
様
性
の
保
全
、再
生
の
方
向
性
等
を
検
討
し
ま
せ
ん
か
？

　

村
で
は
、
人
と
多
様
な
生
き
物
が
、
互
い
に
自
然
環
境
の

恩
恵
を
受
け
て
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
暮
ら

し
の
基
盤
で
あ
る
生
物
多
様
性
の
保
全
や
再
生
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る「（
仮
称
）東
海
村
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
」の
策
定
に
携
わ
る
策
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対　
　

象	

村
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
年
度
内
６
回
程

度
開
催（
土･

日
曜
日
を
予
定
）の
委
員
会
に
出
席
で
き
る
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ	

４
月
11
日（
水
）か
ら
25
日（
水
）

ま
で（
土･

日
曜
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
に
、
裏
面
に
住
所･

氏
名･

電
話
番
号
を
明
記
し
た

作
文（
テ
ー
マ「
多
様
な
生
物
と
生
き
る
私
の
暮
ら
し
の
将

来
像
」８
０
０
字
以
内
）を
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
担

当（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３
‐
７
‐
１ 

☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
４
５
３
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　２つの単位自治会で自治会長が代わりました
ので紹介します。なお、任期は前任者の残任期
間（平成25年３月31日まで）となります。地域
の代表として、皆さんからの村政に対する要望
の取りまとめや、地域に共通する課題等につい
て、自治会役員の皆さんなどと協力しながら解
決していくとともに、自治会だけでは解決でき
ない課題については、行政と協議するなど行政
との重要な“パイプ役”を務めていきます。
　皆さんの温かいご協力とご支援をよろしくお
願いします。

▼問い合わせ	 自治推進課自治推進担当（☎
282-1711 内線1272）、一般社団法人東海
村自治会連合会事務局（☎219-7081）

舟石川中丸区

照
て る ぬ ま

沼泰
た い と

斗
☎ 282-9706

舟石川駅東 2-7-19

南台区

高
た か は し

橋靖
や す ゆ き

之
☎ 282-9206

須和間 1443-4

10
年
後
も
20
年
後
も
豊
か
な
社
会
に
向
け
て
…

「
生
物
多
様
性
」の
視
点
か
ら

募集！
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国
民
年
金

だ 
よ 
り

国
民
年
金
保
険
料

の
特
例
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
、
私
た
ち
実
行
委
員
は
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。休
耕
田
を
活
用
し
た
レ
ン
ゲ
畑
で
の
開
講
式
、

コ
ミ
セ
ン･

集
会
所･

村
外
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
し
め

縄
作
り
、化
石
掘
り
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
ロ
ケ
ッ

ト
作
り
、
竹
筒
で
の
ご
飯
炊
き
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

竹
と
ん
ぼ
作
り
、
干
し
い
も
作
り
、
里
山
登
山
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
よ
る
神
社
仏
閣
の
散
策
、
議
場
を

借
用
し
て
の
子
ど
も
議
会
、
閉
講
式
に
は
料
理
教

室
を
し
ま
し
た
。
行
事
終
了
後
は
感
想
文
を
一
人

ひ
と
り
発
表
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
少
年
教
室
実
行
委
員
は
、
以
下
の
考

え
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
①
個
性
に
合
わ
せ
て
芽
を
伸
ば
す
。
②
心
の

動
き
に
よ
っ
て
人
間
に
差
が
で
き
る
。
さ
れ
ど
、
人

の
心
は
形
が
見
え
な
い
。
心
の
糧
は
五
感
を
通
し

て
、心
の
底
に
映
る
万
象
を
蓄
え
る
手
助
け
を
す
る
。

③
無
駄
と
思
っ
て
捨
て
た
り
見
過
ご
し
て
き
た
こ
と

の
、
無
駄
の
持
つ
意
味
を
教
え
る
。
④
子
ど
も
た
ち

の
よ
い
と
こ
ろ
を
褒
め
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
は
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
で
伸
び
伸

び
と
育
ち
、
３
年
の
過
程
を
経
て
立
派
に
巣
立
っ

て
行
き
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
学
ん
だ
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
を
担
う
人
材
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
25
年
間
子
ど
も
た
ち
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て“
人
は
環
境
に
よ
っ
て
育

て
ら
れ
る
”“
大
人
が
子
ど
も
に
残
せ
る
最
大
の
財

産
は
教
育
で
あ
る
”と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

今
か
ら
25
年
前
、
私
は
東
海
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
時
に
充
て
職
で
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
実
行
委
員

（
当
時
は
青
少
年
対
策
委
員
）に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
と
接
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
青
少
年
育
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
べ

き
か
、暗
中
模
索
で
夜
遅
く
ま
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
教
え
る
の
で
は
な
く
育
て
る
こ
と
を
基

本
に
、
学
校
で
は
学
ば
な
い
よ
う
な
こ
と
を
行
事
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
理
念
は

「
東
海
村
の
自
然
と
文
化
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
よ
っ

て
ふ
る
さ
と
再
発
見
」と
し
、
ふ
る
さ
と
少
年
教
室

の
愛
称
は「
わ
ん
ぱ
く
共
和
国
」と
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
少
年
教
室
は
１
年
を
通
じ
て
５
～
６

本
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
主
体
性
を
持
た
せ
る

た
め
に
、
行
事
の
計
画
段
階
か
ら
子
ど
も
た
ち
に

人は環境によって育てられる

馬
ま の め

目　暢
の ぶ ゆ き

之東　海

ふるさと少年教室実行委員

■
退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度

厚
生
年
金･
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
20
歳
以

上
60
歳
未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
方
は
、
特
例
免
除
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
例
免
除
は
配
偶
者
、
世
帯
主
が

退
職
さ
れ
た
場
合
に
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
免

除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
に
追
納
を
し
て
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
の
保
険
料
納
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
、
納
付
を
先
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
承
認

期
間
中
の
保
険
料
は
10
年
以
内
に
追
納
で
き
ま
す
の
で
、

将
来
受
け
取
る
年
金
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
承
認
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
追
納
が
な
い
場
合

は
金
額
の
計
算
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
承
認

期
間
中
に
本
人
に
不
慮
の
事
故（
障
が
い
な
ど
）が
あ
っ
た

場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
申
請
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

水
戸
北
年
金
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課（
☎
231
局

２
３
８
１
）、
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

Ｐ Ａ Ｒ Ｔ . 117

少年育成青
指導者からのメッセージ

体 験 記
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●
い
つ
、
ど
こ
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
？

◆
訪
問
日
時	

日
時
は
毎
月
変
動
し
ま
す
。
な
お
、
１

回
の
訪
問
は
約
２
時
間
で
す
。

◆
活
動
場
所	

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
３
か
所
）、

老
人
保
健
施
設（
１
か
所
）･･･

毎
月
２
回　

▼
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム（
２
か
所
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
８
か

所
）、
デ
イ
ケ
ア（
１
か
所
）…
毎
月
１
回

●
ど
ん
な
相
談
が
で
き
ま
す
か
？

◆
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
内
容（
食
事
、
入
浴
、
リ
ハ
ビ

リ
等
）に
つ
い
て

◆
施
設
で
の
生
活
や
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
気
付
い
た
こ

と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

利
用
者
の
目
線
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。た
だ
し
、

介
護
相
談
員
が
直
接
介
助
を
行
う
こ
と
や
、
範
囲
を
越

え
た
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
私
た
ち
が
介
護
相
談
員
で
す
！

皆
さ
ん
の
声
が
介
護
相

談
員
派
遣
事
業
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
よ
り
よ
い
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

介
護
相
談
員
に
、
皆
さ
ん

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
日
頃
の
思
い
を
、

気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
介
護
相
談
員
派
遣

事
業
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
ご
存
じ
で
す
か
？
介
護
相
談
員
派
遣
事
業

村
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

の
疑
問･

不
安
の
解
消
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介
護
相
談
員
を
介
護

保
険
施
設
等
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

養
成
研
修
を
受
け
た
介
護
相
談
員
が
、
村
内
の
介
護

保
険
施
設
を
訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
疑
問
や
思

い
等
、
一
人
ひ
と
り
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
要
望
な
ど
は
、
必
要
に
応
じ
て

施
設
側
に
伝
え
、
改
善
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
相
談
者

か
ら
匿
名
の
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
個
人
が
特
定
で
き

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
務
局（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）と
連
携

し
、
定
期
的
に
施
設
職
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
、

気
付
い
た
点
や
改
善
点
を
話
し
合
っ
て
、
利
用
者
が
安

心
し
て
快
適
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
働
き
掛

け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
！

村
民
相
談
室
か
ら
、
知
っ
て
い

る
と
お
得
な
情
報
を
お
伝
え
す
る

「
知
っ
と
く
情
報
発
信
ち
ゅ
ー
」が
始

ま
り
ま
す
。
今
回
は
、
村
民
相
談
室

で
受
け
て
い
る
相
談
内
容
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ニ
ー
ト
就
労
支
援
相
談
…
ニ
ー
ト
の
若
者
を
対
象
に
、
本

人
の
状
況
や
思
い
を
優
先
し
な
が
ら
問
題
点
を
探
し
ま

す
。
引
き
こ
も
り
等
で
本
人
の
来
室
が
難
し
い
場
合
は
ご

家
族
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
就
労
、
自
立
に
向
け
、
継
続

し
て
相
談
に
応
じ
ま
す（
要
予
約
）。

②
女
性
生
活
相
談
…
女
性
が
日
常
生
活
で
抱
え
る
悩
み
か
ら
Ｄ

Ｖ
や
離
婚
の
問
題
ま
で
、
相
談
者
の
意
思
を
第
一
に
、
関
係

機
関
と
連
携
し
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す（
要
予
約
）。

③
消
費
生
活
相
談
…
多
重
債
務
、振
り
込
め
詐
欺
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、
消
費
者
事
故
な
ど
、
消
費
生
活
に
関

す
る
困
り
ご
と
や
解
決
の
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ど
の
相
談
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
一
人
で
悩
ん
で

い
て
も
状
況
は
な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
時
間
が
た

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
状
況
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。
問
題
を
解
決
し
、
一
日
も
早
く
安
心

で
き
る
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
に
も
、
相
談
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
相
談
窓
口

の
紹
介
や
、行
政
に
対
す
る
提
案
や
苦
情
、照
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
各
専
門
の
相
談
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
室

で
応
じ
、
個
人
情
報
等
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ	

村
民
相
談
室（
ニ
ー
ト
就
労
支
援
相
談
☎

287
局
０
８
６
２
、
女
性
生
活
相
談
☎
287
局
０
８
６
３
、

消
費
生
活
相
談
☎
287
局
０
８
５
８
）

チ
ャ
ン
ネ
ル

46

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

介
護
相
談
員
は
、
利
用
者
の

声
を
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
る“
橋
渡
し
役
”な
ん

じ
ゃ
の
う
。
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■場　　　所	 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ	 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

肩
車
し
て
巡
り
け
り
梅
夕
べ

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

暮
ら
し
の
具
へ
ら
し
新
居
や
鉢
の
梅

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

ふ
る
さ
と
の
歌
の
流
る
る
涅ね

は

ん

に

し

槃
西
風

豊　

白　

小
林　

久
男

香
焚
き
て
墓
の
草
と
る
春
彼
岸

船　

場　

畑　
　

耕
太

【
短　

歌
】

友
達
の
よ
う
な
口
調
で
若
者
が
話
し
か
け

く
る
老
い
も
楽
し
や村　

松　

高
橋　

正
弘

雨
の
後
日
に
映
え
て
咲
く
福
寿
草
花
の
黄

色
を
し
ば
し
眺
む
る船　

場　

舛
井
庫
之
助

懐
か
し
き
青
葉
の
笛
を
聴
く
度
に
小
学
生

の
時
代
に
馳
せ
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

稀ま
れ

に
会
う
友
の
顔
に
も
し
わ
ふ
か
く
共
に

越
え
よ
ね
七
十
路
の
坂

須
和
間　

柴
山　

靖
子

深
山
越
え
せ
せ
ら
ぎ
づ
た
い
に
在
る
生
家

背
戸
の
繁
み
で
さ
さ
な
き
を
き
く

内　

宿　

村
上　

文
江

蕗
の
と
う
庭
一
面
に
芽
吹
き
お
り
活
気
み

な
ぎ
る
春
の
訪
れ

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

春
浅
く
風
の
冷
た
き
庭
の
隅
水
仙
の
花
す

で
に
咲
き
初
む

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

暖
か
き
ぬ
く
も
り
も
ち
て
健
や
か
に
女
の

曾
孫
産
声
あ
げ
る

外　

宿　

高
槌　

す
み

津
波
に
て
呑
ま
れ
し
親
子
の
一
周
忌
遠
回

り
し
て
も
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

南　

台　

根
本
内
俊
男

三
月
の
健
康
づ
く
り
十
年
の
記
念
の
席
に

わ
れ
も
加
わ
る

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

昼
一
人
家
に
籠
れ
ば
人
恋
ほ
し
遠
く
の
友

に
電
話
し
て
み
る

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

日
に
干
し
し
布
団
の
べ
つ
つ
県
外
の
孫
ら

来
る
の
を
楽
し
み
て
待
つ

村　

松　

桜
井　

秀
子

絵画(兄)と書(弟)作品展
期	 間	 ４月15日(日) ～ 21日(土)
時	 間	 午前10時～午後６時（最終日は午後３時閉館）

小林哲さん（村内在住･元小学校教員）･勉さん
（高校教員）兄弟の二人展。それぞれ絵（兄）と書
（弟）という別々の道から美を
追 求 し て き ま し た。 共 に「描
く･書く」ことの途上にありま
すが、今回初めての展覧会を
開催します。

芸大・茨大・筑波大卒業修了制作選抜展
期	 間	 ４月22日(日) ～５月５日(土･祝)
時	 間	 午前10時～午後７時（最終日は午後１時閉館）

県内にある美術系大学での卒業修了制作から
選抜して、油彩･日本画･書･工芸等10点を展示
します。研究の集大成となる、感性あふれる力
作 を ぜ ひ ご 覧 く だ さ い。
29日(日･祝)午 後 ２ 時 か
ら、 出 品 者 に よ る ギ ャ ラ
リートークを開催します。

自分の絵展2012「新しい風」
～絵画教室アートガーデン陽生徒作品展～
期	 間	 ５月６日(日) ～ 12日(土)
時	 間	 午前10時～午後６時30分

（最終日は午後３時閉館）
幅広い世代の生徒たちによる作

品展です。子どもたちは県内や全
国の展覧会で多くの賞を受賞しています。大人の新
しいメンバーのデッサン作品は、誰でも基礎から絵
を学べることを教えてくれます。また、ベテランの
生徒たちの深みのある作品にもご期待ください。

海老根美奈子彫刻展
―40年のこれまでの歩み･そしてこれから―
期	 間	 ４月29日(日･祝) ～５月５日(土･祝)
時	 間	 午前10時～午後６時（最終日は午後２時閉館）

長年の教員生活の中でさまざまな個性の子ど
もたちに出会いながら、自身も向上すべく制作
を重ねてきました。当初は石膏を素
材にしていましたが、1993年からテ
ラコッタに挑戦し、現在に至ります。
女性としての生き方･彫刻表現を模索
しながら制作しています。

ギ

ャ

ラ

リ

ー

Ａ

（

２

階

）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｂ（
１
階
）

【
俳　

句
】

冬
ざ
れ
の
庭
に
も
春
は
き
っ
と
く
る

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

花
冷
え
や
逢
ふ
人
の
名
よ
お
く
や
み
欄

村　

松　

松
本　

正
勝

道
沿
い
に
ち
ょ
っ
と
踏
ん
で
み
る
麦
畑

東　

海　

佐
藤　

と
よ

ろ
う
梅
の
香
り
た
だ
よ
う
雨
の
夜

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子
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小児科医

松井　猛彦
（まつい　たけひこ）

【略歴】　信州大学医学部卒業。
昭和47年４月から同愛記念病
院（東京）に勤務。東京都立豊

島病院を経て平成６年から東京都立荏原病院
（現東京都保健医療公社に改組）などに勤務、小
児科部長に就任。平成24年４月から村立東海病
院に勤務。日本小児科学会指導責任医、日本ア
レルギー学会専門医、指導医。

【ごあいさつ】　東海村の皆さん、初めまして。
私は高校まで東京で過ごした後、長野県松本市
の信州大学医学部で豊かな自然に囲まれ思い出
深い大学生活を過ごしました。卒業後は小児ア
レルギー疾患の先駆的な病院である同愛記念病
院小児科で臨床研修を始め、小児疾患について
研さんしました。その後都立病院などに勤務し、
臨床アレルギーを中心に臨床と研究に携わって
きました。茨城県は人口当たりの小児科医が最
も少ない県と聞いています。皆さんのご助言･ご
助力を得ながら、村の小児の健康と医療、アレ
ルギー疾患の克服に少しでも貢献できれば幸い
です。よろしくお願い申し上げます。

こんにちは！
村立東海病院です

いよいよ桜の咲く新年度がスタートし、入学･入職シーズン到来です！ 村立東海病
院にも新しい職員が入職しました。今回は４月から着任した医師２人を紹介します。

内科医

大脇　嶺
（おおわき　たかね）

【略歴】　岐阜大学医学部卒業。
昭和46年６月から神戸市立中
央市民病院に勤務。昭和55年

４月から高知市立市民病院で勤務、内科長、副
病院長を経て病院長に就任する。その後高知県
高知市病院企業団高知医療センター副病院長、
町立信濃病院で内科科長として勤務し、平成
24年４月から村立東海病院に勤務。日本内科
学会認定医、日本循環器学会専門医、日本心臓
病学会特別正会員、日本超音波医学会専門医･
指導医。高知県出身。

【ごあいさつ】　東海村の皆さん、初めまして。
４月からお世話になっています大脇嶺と申しま
す。大学を卒業して以来、神戸市、高知市、長
野県信濃町と公立病院で41年間勤務して参り
ました。当初は循環器内科に所属し、心臓病を
中心とする診療に従事していましたが、近年は
生活習慣病など内科全般にわたり担当しており
ます。コミュニケーションを重視した診療を心
掛けたいと思っていますので、よろしくお願い
申し上げます。

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

５月12日は看護の日です。近代看護を築いたフローレン
ス･ナイチンゲールの誕生日にちなみ制定されました。今
年度看護部では、地域の方と交流し、当院の看護師の活動
内容を知ってもらうことを目的とした看護の日のイベント
を企画しました。皆さんのご来場をお待ちしています。
◆日　時	 ５月12日（土）　午前10時～午後２時
◆場　所	 村立東海病院１階受付前
◆内　容	 ●各部署、看護活動のポスター展示　●身体測定（身長、体重、血圧、体脂肪、ＳｐＯ２

の測定）　●慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）疑似体験　●救急蘇生･ＡＥＤ体験　●白衣記念撮影 ※
白衣は大人用、子ども用があります。撮影した写真はプレゼントします。　●塗り絵　●風船、
看護の日グッズのプレゼント（数量限定）

新任医師を紹介します

看護の日イベントのおしらせ
テーマ

村立東海病院の看護は、

「こころまで、看る。」
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暮
ら
し

平
成
24
年
度
の
土
地･

家
屋
価
格

等
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す

期
間
▼
５
月
１
日（
火
）ま
で 

※
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
４
月
19
日（
木
）は
午
後
７
時
ま
で
）

場
所
▼
税
務
課（
役
場
行
政
棟
１
階
）

対
象
▼
▽
固
定
資
産
税
の
納
税
者
▽
委
任
状

等
を
持
参
し
た
代
理
人 

※「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」を
縦
覧
で
き
る
の
は
村
内
に

土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
、「
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」を
縦
覧
で
き
る
の
は
村
内

に
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
▼
自
動
車
運
転
免
許
証
等

（
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
）※
代
理
の

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施

対
象
▼
一
般
の
部
…
村
内
在
住
の
方　

事

業
所
の
部
…
村
内
の
事
業
所

内
容
▼
①
申
込
者
は
、
５
月
下
旬
に
配
布

す
る
ゴ
ー
ヤ
の
苗（
無
料
）や
つ
る
性
の
植

物
で
、“
緑
の
カ
ー
テ
ン
”を
作
り
ま
す
。

②
完
成
し
た“
緑
の
カ
ー
テ
ン
”を
撮
影

し
、
９
月
28
日（
金
）ま
で
に
実
施
報
告
書

と
写
真
を
提
出
し
ま
す
。
③
提
出
さ
れ
た

写
真
を
審
査
し
、
優
秀
な
取
り
組
み
を
し

た
方
に
は
豪
華
賞
品
を
贈
り
表
彰
し
ま

す（
参
加
者
に
は
環
境
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
）。

方
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す（
法

人
の
場
合
は
、
委
任
状
に
法
人
代
表
者

印
を
押
印
）。

手
数
料
▼
無
料

税
務
課
資
産
税
担
当（
内
線
１
１
１
１
）

・

４
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
環
境
政
策

課
環
境
計
画
推
進
担
当（
内
線
１
４
５
３ 

287
局
０
４
７
９ 

kankyou@
vill.

tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。※
▽
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
住
所･

氏
名（
事
業
所
名
）･

電
話
番
号･

ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
必
要
本
数（
一

般
の
部
…
４
本
、
事
業
所
の
部
…
10
本

を
限
度
）を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
自

治
会
の
回
覧
文
書
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

健
康･

医
療

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、
肺
が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
を

目
的
に
、胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
▼
５
月
24
日（
木
）･

25
日（
金
）･

26
日

（
土
）

時
間
▼
①
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
50
歳
以
上
の
方

定
員
▼
１
０
０
人
／
日

費
用
▼
３
０
０
０
円
／
人（
当
日
徴
収
）

そ
の
他
▼
前
回
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
診
の
結
果

が「
次
年
度
再
検
」の
方
は
、
必
ず
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

・

は
が
き
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
▽
住
所
▽
氏
名

▽
電
話
番
号
▽
生
年
月
日
▽
受
診
希
望

日
時（
第
２
希
望
ま
で
）―
―
を
記
入

の
上
、
４
月
25
日（
水
）（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
９

‐
１
１
１
２ 

村
松
２
０
０
５ 

☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
後
日
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 24 年３月１日現在（前月比）
世帯数 14,480 世帯 （+10）
総人口 37,885 人　 （－３）

●人口と世帯数●

実施日時 第１・３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※
【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等

【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等

【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等

【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い

【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）

【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●４月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

15日（日）村立東海病院 282-2188
22日（日）東海クリニック 283-1711
29日（日）村立東海病院 282-2188
30日（月）久慈こどもクリニック 219-7303
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

納期限 ５月１日（火）

納付
種別

固定資産税（全期･第１期分）
介護保険料（第１期分）
里川堰土地改良区費（全期･第１期分）

●４月の納付●
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「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」を
開
催

　

３
か
月
間
の
教
室
で
、
体
を
動
か
す
楽

し
さ
と
効
果
を
実
感
し
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
筋
ト
レ
教
室
】

期
日
▼
５
月
15
日（
火
）か
ら
８
月
７
日

（
火
）ま
で
の
毎
週
火･
金
曜
日（
全
25
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
運
動
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
方（
10

人
程
度
）

内
容
▼
有
酸
素
運
動
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
骨
を
支
え
る
筋

力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

【
や
さ
し
い
筋
ト
レ
教
室
】

期
日
▼
５
月
15
日（
火
）か
ら
８
月
７
日

（
火
）ま
で
の
毎
週
火･

金
曜
日（
全
25
回
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
足
腰

を
強
化
し
た
い
方
、
最
近
つ
ま
づ
き
や
す

く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方（
10
人
程
度
）

内
容
▼
柔
軟
体
操
、
簡
単
な
筋
力
体
操
、

音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
、
有
酸
素
運
動
等

【
共
通
事
項
】

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

参
加
費
▼
７
５
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
▽
健
康
運
動
指
導
士
等（
２
人
）

が
指
導
し
ま
す
。
▽
５
月
７
日（
月
）の

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
に
事
前
説

明
会
を
実
施
し
ま
す（
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
効
果
に
つ
い
て
の
講
話
、
ス
ト

レ
ッ
チ
の
実
技
、
保
健
師
と
の
体
調
確

認
等
）。
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す（
初
心
者
優
先
）。

【

・

】

　

４
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
①
弘
道
館
と
偕
楽
園
】

　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
弘
道
館

と
偕
楽
園
の
歴
史
的
な
意
義
を
学
び
ま
す
。

日
時
▼
５
月
10
日（
木
） 

午
前
10
時
～
正
午

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

（
30
人
）

講
師
▼
茨
城
県
立
歴
史
館
職
員

【
②
筑
波
山
信
仰
】

　

茨
城
の
名
山“
筑
波
山
”が
古
代
か
ら
ど
の

よ
う
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
の
か
を
学
び
ま
す
。

日
時
▼
５
月
17
日（
木
） 

午
前
10
時
～
正
午

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

（
30
人
）

講
師
▼
茨
城
県
立
歴
史
館
職
員

【
③
ワ
ー
ド
教
室（
Ｏ
Ｓ･

ワ
ー
ド
２
０
１
０
）】

　

日
常
生
活
に
役
立
つ
文
書
の
作
り
方
を

学
び
ま
す
。

期
日
▼
５
月
24
日（
木
）･

25
日（
金
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
で
ワ
ー

ド
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
方（
６
人
）

講
師
▼
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

募 集

中
央
公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

　

花
壇
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
の
絆
や

愛
郷
心
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」へ
の
参
加
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼
道
路
沿
い
や
公
園
等
の
公
共
ス

ペ
ー
ス
に
あ
る
花
壇
を
管
理
し
、
そ
こ

に
花
を
植
栽
す
る
こ
と
が
で
き
る
村
内

の
団
体（
５
人
以
上
）

配
布
期
日
▼
春（
花
苗
）…
６
月
９
日（
土
）

秋（
球
根
）…
11
月
10
日（
土
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
配
布
数
量
は
、申
請
団
体
数
、

植
栽
面
積
等
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま

す
。
▽
事
業
完
了
後
、実
施
報
告
書（
写

真
添
付
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・

村
内
公
共
施
設
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４
月
24
日

（
火
）（
必
着
）ま
で
に
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ

ク
シ
ミ
リ･

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当

（
中
央
公
民
館
内 

〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８ 

☎
282
局
３
３
２
９ 

282
局

２
４
６
６ 

tyuuoukoum
inkan@

vill.
tokai.ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

平
成
24
年
度「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

参
加
団
体
募
集

ト
レ
ー
ナ
ー 

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

【
④
相
川
由
春
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
も
う
！
】

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め
、

発
声
法
や
読
み
聞
か
せ
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

期
日
▼
５
月
29
日
、
６
月
５
日･

19
日
、

７
月
３
日（
全
て
火
曜
日･

全
４
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

（
30
人
）

講
師
▼
相
川
由
春
さ
ん（
元
茨
城
放
送
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

【
⑤
オ
カ
リ
ナ
教
室
】

期
日
▼
６
月
12
日･

26
日
、
７
月
10
日･

31

日
、８
月
７
日（
全
て
火
曜
日･

全
５
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
で
オ
カ

リ
ナ
を
用
意
で
き
る
方（
20
人
）※
オ
カ

リ
ナ
の
用
意
が
困
難
な
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
師
▼
武
田
尚
子
さ
ん（
オ
カ
リ
ナ
講
師
）

【
①
～
⑤
共
通
事
項
】

場
所
▼
中
央
公
民
館

受
講
料
▼
無
料（
資
料
代
等
は
実
費
負
担
）

そ
の
他
▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

【

・

】

　

は
が
き
に
▽
希
望
講
座
番
号（
複
数

可
）▽
住
所
▽
氏
名（
ふ
り
が
な
）▽
性
別

▽
年
齢
▽
電
話
番
号
▽
③･

④
の
み
保
育

サ
ー
ビ
ス
希
望
の
有
無（
希
望
す
る
場

合
は
子
ど
も
の
名
前（
ふ
り
が
な
）･

性
別

･

年
齢
）―
―
を
記
入
の
上
、
４
月
28
日

（
土
）（
消
印
有
効
）ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８ 

☎

282
局
３
３
２
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他

　
「
ミ
ニ
村
政
懇
談
会
」は
、
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方
で
構
成
す
る
少
人
数
の

団
体（
お
お
む
ね
５
人
以
上
）か
ら
の
要
請

に
応
じ
て
、
村
長
が
指
定
す
る
職
員（
内

ミ
ニ
村
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

　

村
で
は
、
村
政
や
地
域
で
活
躍
で
き
る

女
性
を
育
成
す
る
た
め
、
村
の
事
業
等
に

つ
い
て
研
修
を
行
う「
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。
村
で
の
生
活
を
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
５
月
～
平
成
25
年
３
月（
８
月
を

除
く
全
10
回
）

研
修
日
時
▼
原
則
、
第
３
火
曜
日
の
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分 

※
第
１
回
は

５
月
15
日（
火
）に
村
長
と
の
懇
談
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性

（
15
人
）

内
容
▼
研
修
生
と
協
議
し
な
が
ら
決
定
し

ま
す
。
※
昨
年
度
は
、
原
発
事
故
と
農

業･

ご
み
の
行
方
等
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

・

４
月
25
日（
水
）ま
で
に
、
自
治
推

進
課
自
治
推
進
担
当（
内
線
１
２
７
２
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
東
海
」第
13
期

生
募
集

容
に
よ
っ
て
は
村
長
が
出
席
）が
出
向
き

懇
談
す
る
も
の
で
す
。

・

任
意
の
用
紙
に
▽
代
表
者（
氏
名･

住
所･

電
話
番
号
）▽
開
催
日
時
▽
場
所

▽
希
望
す
る
村
の
職
員
▽
主
な
懇
談
内

容
―
―
を
記
入
の
上
、
自
治
推
進
課
自

治
推
進
担
当（
内
線
１
２
７
２
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
東
海
村
テ
ニ
ス
ダ
ブ
ル
ス
選
手
権

大
会
」を
開
催

日
時
▼
５
月
13
日（
日
）･

20
日（
日
） 

午
前

９
時
試
合
開
始

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
の
方（
ペ
ア
の
１

人
以
上
）

種
目
▼
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ⅰ･

Ⅱ
部
）、

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ⅰ･

Ⅱ
部
）

参
加
費
▼
３
０
０
０
円
／
組

４
月
22
日（
日
）の
午
後
５
時
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
☎

282
局
８
５
７
１
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

樫
村
次
夫
さ
ん（
東
海
村
テ
ニ
ス
連
盟

事
務
局 

☎
295
局
６
２
４
８
）

　

青
少
年
育
成
東
海
村
民
会
議
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
見
し
て
も
ら
う
た
め
に「
ふ
る
さ
と
少

年
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

定
員
▼
30
人

内
容
▼
仲
間
と
協
力
し
合
う
こ
と
、
最
後

募 集

「
自
然
体
験
学
習
の
旅
」ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

「
ふ
る
さ
と
少
年
教
室
」を
開
催

　

青
少
年
育
成
東
海
村
民
会
議
で
は
、
小

学
生
と
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
行

う
、
３
泊
４
日（
７
月
27
日（
金
）
～
30
日

（
月
）、
群
馬
県
を
予
定
）の
自
然
体
験
を

中
心
と
し
た
研
修
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤
で
18
歳
以
上
55

歳
未
満
の
方（
高
校
生
を
除
く
）

定
員
▼
記
録
班（
写
真
撮
影
、
報
告
書
作
成

等
）…
２
人　

指
導
班（
小
学
生
や
中
学

生
リ
ー
ダ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
）…
男
女

各
３
人　

養
護
班（
参
加
者
の
看
護
な
ど 

※
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
）…
１
人

そ
の
他
▼
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面

接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
▽
事
前
研
修

と
ス
タ
ッ
フ
会
議
が
数
回
あ
り
ま
す
。

・

４
月
19
日（
木
）ま
で（
日･

月
曜
日

を
除
く
）に
、
青
少
年
育
成
東
海
村
民
会

議
事
務
局（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282

局
７
０
４
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
金
環
食
観
察
法
講
習
会
と
土
星

を
見
る
会
」を
開
催

　

25
年
ぶ
り
の
金
環
食
を
安
全
に
見
る
方

法
を
学
ん
だ
り
、土
星
の
観
測
を
し
た
り
、

親
子
で
天
体
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
４
月
21
日（
土
）※
雨
天
時
は
５
月

12
日（
土
）と
な
り
ま
す
。

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
中
央
公
民
館
ほ
か

対
象
等
▼
原
則
、
村
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者（
20
組
）

講
師
▼
岡
村
典
夫
さ
ん（
県
立
土
浦
第
三

高
等
学
校
教
諭
）

受
講
料
▼
５
０
０
円
／
組

そ
の
他
▼
中
学
生
以
上
の
方
で
、
受
講
希

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

往
復
は
が
き
に
▽「
金
環
食
講
習

会
」希
望
▽
住
所
▽
氏
名（
小
学
生
と
保

護
者
）▽
学
年
▽
電
話
番
号
―
―
を
記

入
の
上
、
４
月
17
日（
火
）（
必
着
）ま
で

ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
事
業
等
を
企
画
し
、
１
年

を
通
し
て
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
※
４
月

29
日（
日･

祝
）に
開
講
式
を
行
い
ま
す
。

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
子
ど
も
た
ち
の
活
動
や
教
室
の

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方（
村
内
在
住･

在
勤
で
20
歳
以
上
）も
受
け
付
け
ま
す
。

・

４
月
21
日（
土
）ま
で（
日･

月
曜
日

を
除
く
）に
、
青
少
年
育
成
東
海
村
民
会

議
事
務
局（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282

局
７
０
４
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

に
、
林
京
子
さ
ん（
東
海
村
の
環
境
調

べ
隊
事
務
局 

〒
３
１
９
‐
１
１
１
１ 

舟
石
川
４
４
２
‐
１
０ 

☎
282
局

９
３
５
３
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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私
は
、
４
年
前
、
結
婚
を
機
に
東
海

村
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
、

夫
と
娘
、
私
の
３
人
で
充
実
し
た
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

２
歳
に
な
る
娘
に
は
、
み
ん
な
に

“
愛
”さ
れ“
佳
”き
人
生
を
歩
ん
で
欲
し

い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
愛あ

い

か佳
と
名
付

け
ま
し
た
。

愛
佳
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら
元

気
が
取
り
え
で
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
病

気
ひ
と
つ
せ
ず
す
く
す
く
と
育
っ
て
き

ま
し
た
。
１
歳
の
こ
ろ
は
、
何
を
す
る

か
分
か
ら
な
い
活
発
さ
か
ら
私
は
振
り

回
さ
れ
、
夜
に
は
疲
れ
果
て
て
し
ま
う

毎
日
で
し
た
。
今
は
イ
ヤ
イ
ヤ
期
で
、

私
は
つ
い
叱
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
自
己

嫌
悪
に
陥
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
最
近
は
、
私
が
話
す
こ
と
を
少
し

ず
つ
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
お
手
伝
い
も
大
好
き
で
、
今
年

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
ク
ッ
キ
ー

作
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
焼
け
た
ク
ッ
キ
ー
を
手
に
し
た
愛

佳
は
、「
こ
れ
、
パ
パ
と
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
」と
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
話
し
、
い
つ
の
間

に
か
優
し
い
気
持
ち
が
育
っ
て
い
た
こ

と
を
知
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い
る
私
で
す

が
、
愛
佳
は
難
産
で
し
た
。
産
後
も
体

調
を
崩
し
が
ち
で
、
体
が
思
う
よ
う
に

動
か
ず
、
子
育
て
が
で
き
る
の
か
不
安

に
な
り
、
泣
い
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。

そ
の
時
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
電
話
で

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
村
の
助
産
師
さ

ん
、「
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
ね
」と
声

を
掛
け
て
く
れ
た
児
童
セ
ン
タ
ー
や
長

堀
す
こ
や
か
ハ
ウ
ス
の
先
生
、
子
育
て

の
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
た
マ
マ
友
達
で

し
た
。
そ
し
て
、
愛
佳
を
か
わ
い
が
り
、

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
両
親
、
休
み
の

日
に
は
朝
食
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
家

事
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
す
る
夫
と
、

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

愛
佳
も
９
月
に
は
３
歳
に
な
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
１
人
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
お
友
達
と
楽
し
く

遊
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

を
つ
な
い
だ
り
、
お
話
し
し
た
り
し
な
が

ら
遊
ぶ
姿
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
成
長

の
早
さ
を
実
感
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

お
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
元
気
に

育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私

は
、
愛
佳
の
笑
顔
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、

こ
れ
か
ら
も
子
育
て
が
ん
ば
り
ま
す
！

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

岩い

わ

し

ま島

明あ

き

こ子

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

夢は…。“歴史研究家”
舟石川小学校６年●伊

い と う

藤凪
な ぎ

　私の将来の夢は、歴史研究家です。
　なぜなりたいかというと、大きくなっても好きな歴
史に関わっていたいからです。
　私が、初めて歴史という分野を知ったのは３年生の
時です。テレビでちょうど歴史の話題をやっていて、

「おもしろそうだから図書館で本を借りてみよう」と思
い、借りた本がとてもおもしろかったので、その時か
ら歴史が好きになりました。最初は全く分からなかっ
たけれど、今では他の人より詳しく分かるようになり
ました。
　私は将来の夢のために、毎日歴史の本を読んだり、
歴史の番組をテレビでやっていたらチェックして見た
りしながら、歴史の知識を深められるように毎日努力
しています。いつの日か、私の夢がかなったらいいな
と思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-133

ちびっこ
美術館

● くん色
いろかわ

川大
だ い ち

智
“サッカー選手になる”

　サッカー選手になりたいという将
来の夢を描いてくれた大智くん（５
歳）。元気よくジャングルジムに上っ
て見せてくれました。外で遊ぶのが
大好きなのだそうで「ドッジボール
もするよ！」と話してくれました。

宿幼稚園

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
４
月
10
日
号


